
令和５年度 長野看護専門学校学校関係者評価委員会 議事録 

日 時  令和６年４月 16日（火）14：00～15：10 

 場 所 長野看護専門学校 会議室 

 

出席者：委員 15名の内 12名の委員が出席  1/2の出席にて会議成立 

 

【外部委員】６名中３名欠（欠席の３名からは文書にて意見をいただいた） 

竹内 多真枝   国立病院機構東長野病院 看護部長  

小林 雅裕    長野市保健福祉部次長 兼 医療連携推進課 課長  

竹村 日出徳   保護者代表  

【教職員】釜田 秀明 学校長以下 ８名 

 

１． 学校長あいさつ（釜田学校長） 

看護師志願者が減ってきている。受験生を増やし地域貢献できる学校にしていきたい。 

ご意見をいただき、学校運営に活かしたい。 

 

２． 自己紹介 

 

３． 会議事項   （進行：小林委員長） 

１） 当校の概況について 

堀内副学校長より、パワーポイントの資料に沿って、当校の概況について報告する。 

本校の特徴について、学生の養成状況（国試の合格率）・就職先（地域貢献度）・各種奨学金に 

ついて。本校の現状と課題についての説明。 

  【質疑応答】 

Q.  退学者の傾向はどのような傾向があるか。 

A.  進路変更が多い。長期休暇後に退学する傾向にある。周りからの勧めで入学した学生は、 

休暇中に自分はこれでよいのか考える時期にもなっているようである。 

 

２） 令和５年度学校自己評価について（資料） 

資料を用い、堀内副学校長より説明する。 

【質疑応答】 

Q.  カウンセリング体制の充実とあったが？ 

A.  今年度 4 月からカウンセラーが交代した。週 1 回カウンセラーに来ていただいている。2 時間待

機し対応している。 

Q.  専門実践教育訓練給付金は、今後給付金対象校となる見通しはあるのか？ 

   A.  卒業率が申請条件をクリアーできたため、今年度、申請予定となっている。 

 意見  卒業生アンケートを見ると、27人中 20名が「転職した」あるいは「転職希望がある」。理由は、「忙 

しさ」とあるが、指導者側と“多忙”の認識に違いがあると感じている。 

Q.  社会人基礎力は現場でも課題と感じているが、学校ではどのような取り組みを行っているのか。 

   A.  第１看護学科では、1 年次に社会人基礎力についてオリエンテーションをしている。自分たちなり

に能力を解釈し、行動できたかを評価している。3年次は国家試験の学習に対して社会人基礎力

の評価表を基に、模試の後に評価を行っている。 

      第２看護学科では、半年に１回、社会人基礎力の評価を行い、３年次は実習の評価表に社会人

基礎力を組み込んでいる。 



      准看護学科では、報告・連絡・相談等基本的なことができるように支援している。 

 意見  学生確保が難しい。学校側は退学者や留年者を出さないように学習の定着を図るところに力を入

れているためボランティア活動等地域貢献が低くなるのではないか。SNS での発信に対しては、

速やかに情報収集をし、事実確認を行うなど対応が必要と思う。 

 

３） その他 

特になし 

 

5．閉  会 

 

 

令和５年度 学校自己評価に係る意見照会（学校関係者評価委員会・欠席者分） 

 

【外部委員】 

    武田 晴男    芹田地区住民自治協議会 会長 

    長谷川 純    長野看護専門学校同窓会 会長 

 

Ⅰ．教育理念・目標 

  特に意見なし 

 

Ⅱ．学校運営 

・3 学科とも定員数の確保ができなかったとのことで、SNS を積極的に活用し、学生の確保に力を入れて

も良いのではと思う。 

・校舎が道路から奥まったところにあるので、幕を張るなどアピールしてはどうか。 

 

Ⅲ．教育活動 

・あらゆる背景を持った学生ひとり一人サポートをしていくことは大変だと思うが、先生方の頑張りが退学

者や休学者の減少にもつながっていると思うので、続けていって貰いたい。 

 

Ⅳ．学修成果 

・看護師、准看護師試験の合格率が高く、県内での就職率も高いことは凄いと思う。卒業生からも満足し

ているとの声が聞かれ、先生方のサポートが良かったのではと感じた。 

 

Ⅴ．学生支援 

・経済面でも精神面でも、学生が望むサポートが受けられるよう環境を整えることは良いと思う。 

 

Ⅵ．教育環境 

・東日本大震災の時、長野でも地震があり校舎の外に避難した経験があります。近年大きな災害が多い

ので、防災グッズの準備、緊急時の連絡方法など備えは必要だと思います。3 学科全員での防災訓練

となると大変だと思いますが、是非やって貰いたいです。 

 

 



Ⅶ．学生の受け入れ募集 

・入学志願者の減少はあるものの、様々な取り組みにより、受け入れ体制を整えていることは素晴らしい

ことだと思う。 

 

Ⅸ．法令等の遵守 

  特に意見なし 

 

Ⅹ．社会貢献・地域貢献 

  ・昨年度発足した「芹田地区自主防災会」の構成員のお一人として、防災訓練等に積極的にご参加いた

だくと共に防災計画策定においては、専門的なお立場からご意見等をいただけるようお願いいたします。 


